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発行にあたって 

 
本記念誌の発行にあたり、ご協力いただきました皆さまに心より感謝申し上げます。 
このたび、麒麟倶楽部は 40 周年という大きな節目を迎えました。これまでの歩みを振り返るととも

に、多くの方々に支えられてきたことを改めて実感しております。 
本誌の発行にあたり、お時間をいただく形となりましたこと、心よりお詫び申し上げます。 
本記念誌には、これまでの歴史や思い出、そして現在の様子を形として残したいという思いを込めて

おります。本誌が、皆さまにとって懐かしさを感じるとともに、新たなつながりを深めるきっかけとな
れば幸いです。 
今後とも麒麟倶楽部の活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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卒業生同窓会「麒麟倶楽部」40 周年記念誌に寄せて 
 

赤川 精彦 
     （麒麟倶楽部会長 理学療法学科 18 期生） 

 
拝啓、皆様には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
この度、熊本総合医療リハビリテーション学院卒業生同窓会「麒麟倶楽部」の創立 40 周年を迎えるに

あたり、5 代目会長として心よりご挨拶を申し上げます。 
私たちが卒業した当時から今日に至るまで、社会は大きく変化し、リハビリテーション業界においても
新たな技術や知識が次々と生まれてきました。医学や医療技術が飛躍的に進歩する中で、私たち卒業生
がどれだけその変化に柔軟に対応し、また新たな知見を取り入れ、成長してきたかを振り返ると、胸が熱
くなります。 
「麒麟倶楽部」は設立から 40 年という長い年月を経て、多くの卒業生が集う場として、また互いに学

び合い、支え合うコミュニティとして、ますます重要な役割を果たしてきました。私たちにとって、麒麟
の精神は「一夜に千里をかける」という言葉に象徴されるように、目の前の課題を素早く、そして力強く
乗り越えていく精神を意味します。そして、同時に「唯一無二の存在」として、どんな時代の変化にも対
応し、揺るがない軸を持ち続けることの大切さを教えてくれます。この精神が、私たちの歩みを支え続け
てきました。 
日々の仕事に忙殺される中で、同窓会という形で再び顔を合わせ、助け合い、励まし合ってきた 40 年。

その歩みを支えてきたのは、先輩方、同窓生の皆様のご尽力と温かい支援のおかげであり、心より感謝申
し上げます。 
振り返ると、私が卒業した当時、リハビリテーション業界全体が発展途上であり、求められるスキルや

知識も限られていました。しかし、学院で得た基礎をもとに、時代とともに進化するリハビリテーション
技術に対応し、地域や社会に貢献するために多くの仲間と切磋琢磨してきました。それは、同窓会を通じ
てさらに強化され、私たち一人一人の成長に繋がっています。 
現在、私たちを取り巻く医療環境や社会は、ますます高度化し、複雑になっています。しかし、どんな

に環境が変わっても、「麒麟倶楽部」の精神である「一夜に千里をかける力」と「唯一無二の存在」とし
ての誇りは、決して色褪せることなく、私たちを繋げていく力であると確信しています。 
これからの時代において、私たち卒業生が社会に対して果たすべき役割は一層大きくなるでしょう。そし
て、次世代の卒業生たちがリーダーシップを発揮し、リハビリテーション業界をさらに発展させていくこ
とを心から願っています。 
私たちがこれまで築いてきたネットワークや知識を今後も共有し、後輩たちへの支援を惜しまないよ

う、同窓会活動を一層充実させていく所存です。何よりも、皆様一人一人が「麒麟倶楽部」の一員として
誇りを持ち、共に歩んでいけることを大変嬉しく思っております。 
最後に、40 周年を迎えた「麒麟倶楽部」がこれからもさらなる飛躍を遂げ、卒業生一同が更なる飛躍

を遂げることを切に願い、また皆様のご健康とご多幸をお祈り申し上げます。 
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麒麟倶楽部、祝・40 周年 
 

荒木 秀明 
  （麒麟倶楽部 初代会長 理学療法学科 1 期生）  
  

熊本総合医療リハビリテーション学院(旧熊本リハビリテーション学院)卒業生の皆様へ 
40 周年という節目を迎えることができましたこと、心よりお祝い申し上げます。これまでの年月にお

いて、数多くの優れたセラピストがこの学校を巣立ち、医療現場でのリハビリテーションにおける質の
向上に大きく貢献してこられました。 
この 40年の歩みは決して平坦なものではありませんでした。新たなカリキュラムの改革、臨床教育の

変化、そして時代のニーズに応じた教育内容の見直しなど、絶え間ない努力と革新がありました。その結
果として、私たちの卒業生は現場で即戦力として活躍し、多くの患者さんの生活の質を向上させるための
貢献を続けていることと確信しています。 
特に、近年では高齢化社会の進展に伴い、リハビリテーションの重要性が一層高まっています。このよ

うな時代において、私たちの熊本総合医療リハビリテーション学院が果たすべき役割はますます重要と
なり、皆様のご努力に支えられて、これからも質の高いリハビリテーション専門家を輩出し続けること
が期待されています。 
この記念誌を通じて、卒業生、教職員、現役の学生、そしてこれから入学を希望する皆様に対して、私

たちが持つ誇りと感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。未来に向けて、共に歩み続けることを約束し、
さらに高みを目指して努力してまいりましょう。 
心からの感謝を込めて 
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麒麟倶楽部の 40 周年に寄せて 
 

熊本総合医療リハビリテーション学院 研究部部長 池田 耕治 
（麒麟倶楽部 第 3 代会長 理学療法学科 4期生） 

 
熊本総合医療リハビリテーション学院 同窓会「麒麟倶楽部」が創設 40 周年という大きな節目を迎え

られましたこと、心よりお祝い申し上げます。 
私は本学の第 4 期生として入学し、同期の仲間たちとともに楽しく、そして実りある学院生活を送り

ました。先輩方や後輩たちとの温かな交流にも恵まれ、学生時代に培った経験や人間関係は、今なお私の
中に深く刻まれております。人生は山あり谷ありと言いますが、あの頃に得た学びや経験が、現在の私を
支える礎となっております。 
卒業後は熊本機能病院に就職し、さまざまな出会いと学びを得ることができました。中でも、前理事長

であられる故・松田正先生とのご縁は、私の人生において極めて重要な意味を持つ出会いでありました。
臨床の場での実践はもとより、人として、そしてセラピストとしての在り方について、多くの示唆をいた
だいたことを今でも深く感謝しております。 
そのような中、第 3 代麒麟倶楽部会長への就任のお話をいただきました。松田先生とのご縁にも背中

を押され、母校を側面から支えるべく、同窓会活動に携わる決意をいたしました。 
会長就任から数年後、高知県へ赴任しましたが、6年の任期を経て、母校に講師として関わる機会をい

ただきました。これもまた、松田先生のお導きであったと感じております。以来、私は母校全体の発展、
そして何よりも学生一人ひとりの成長と、社会に貢献するセラピストの育成という使命に力を尽くす
日々を送っております。 
高知に在任していた頃は、同窓会の運営を信頼できる同期や後輩たちに託し、私は遠くからその活動を

見守っておりました。新人歓迎会には毎年出席し、久しぶりに再会する先輩方、同期、後輩たちとの交流
を心から楽しみました。松田先生ともその度にお話をさせていただき、多くの助言をいただいたことは、
私にとって貴重な時間でありました。 
会長としての在任期間は、およそ 10 数年に及びました。この年月を振り返ると、何よりも心に残るの

は、同窓会の仲間たちが皆、母校を真摯に思い、献身的に支えてくれたことへの感謝の念です。私はこの
精神を、「熊リハ・マインド」と呼んでおります。同窓会の 40 数年の歩みのうち、およそ 4 分の 1 を会
長として見守ることができたことは、私にとってこの上ない誇りであり、深い感慨を覚えております。 
最後に、個人的なことではありますが、この場をお借りしてどうしてもお伝えしておきたいことがあり

ます。同窓会活動を全身で支えてくださった二人のかけがえのない仲間――故・陣上修一氏、そして故・
山木整氏。このお二人の存在なくして、私が会長としての責務を全うすることも、同窓会の運営を継続す
ることも成し得なかったことでしょう。謹んで哀悼の意を表しつつ、その名をここに深く刻ませていた
だきます。 
改めまして、40 周年の節目に際し、心よりお祝いを申し上げます。脳が経験と環境に応じて柔軟に変

化し続けるように、母校と同窓会の歩みもまた、人と人とのつながりの中で絶えず新たな形を生み出し、
豊かな学びと支え合いのネットワークを築いてきました。これからも、「麒麟倶楽部」が多くの同窓生の
心をつなぎ、希望と学びを分かち合う場として、進化を続けていかれることを心より願っております。 
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麒麟倶楽部 祝 創立４０周年記念 
 

              自衛隊熊本病院 木村 淳一 
                    （麒麟倶楽部 第４代会長 理学療法学科 10 期生） 

 
熊本リハビリテーション学院（現 熊本総合医療リハビリテーション学院 ）同窓会「麒麟倶楽部」創立

４０周年おめでとうございます。 
第４代会長として令和５年度まで１０年間務めさせて頂きました。在任期間中は不手際や不適切な対

応等ありましたことを心からお詫び申し上げます。しかし１０年ひと昔といいますが、この１０年は学院
の先生方、卒業生と新人歓迎会等でお会いしてお酒を飲み交流が出来たことは、私が就任した際（３０周
年）に思っていた¨楽笑¨という言葉を実践できたと思います。心より皆様に感謝したいと思います。あ
りがとうございます。 
引き続き、後任に理学療法学科１８期の赤川精彦が第５代会長となり、４０周年記念式典を行うことが

出来ました。若いころ同じ職場で働き、先輩思いで決してこちらからの要望を断らない素敵な後輩です。
声は大きいですが・・・よろしくお願いいたします。 
これからも麒麟倶楽部を継続して全国のリハ学校同窓会の中でも貴重な存在となれるように今後とも

よろしくお願い致します。  まずは半世紀（５０周年） 
リハビリテーション業界もこの１０年で変わってきています。以前より少子化の問題がありましたが、

あのころはまだ大丈夫だろうと思っていましたが現実はどこの大学・学院でも生徒数減少は大きな問題
となっています。解決はすぐにとは思いませんが、より良い学院生活で熊リハを卒業してよかったと思え
るように麒麟倶楽部が協力できたらと思います。 
昨今コンプライアンス問題・ハラスメント問題等が世間を騒がせています。相手に対して不快な思いや

不適切な対応は問題となります。昔は昔で厳しい先輩たちで不適切にもほどがありましたが、しかし人情
があり面倒見がよく様々な貴重な経験をさせていただき今の自分があると思います。 
マニュアルも大事ですが自ら進んで新しいことにチャレンジし上司・先輩・同僚・後輩とともに切磋琢

磨し向上していく環境や繋がりが大事だと思います。 
令和７年度も新人歓迎会を開催されると思います。皆様も参加していただき楽笑でお会いできるのを楽

しみにしています。 
１０年間ありがとうございました。またこれからも宜しくお願い致します。 
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歴代会長一覧 

 
Since 1984 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初代  荒木 秀明 （理学療法学科 １期生） 

 

第２代 猿渡 浩年 （理学療法学科 ２期生） 

 

第３代 池田 耕治 （理学療法学科 ４期生） 

 

第４代 木村 淳一 （理学療法学科 10 期生） 

 

第５代 赤川 精彦 （理学療法学科 18 期生） 
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熊本総合医療リハビリテーション学院同窓会麒麟倶楽部 
創立 40 周年記念誌発刊に寄せて 

 
医療法人弘仁会 理事長 池田 宏伸 

 
このたび、麒麟倶楽部におかれましては創立 40周年を迎えられ、ここに記念誌発刊の運びとなりまし

たことを、心よりお祝い申し上げます。 
昭和 56 年の開校以来、理学療法学科・作業療法学科の卒業生数は、2,730 名を数えます。本学が今な

お、こうして成り立っているのは、他ならぬ、卒業生の皆さまが、その礎を築いてくださったお陰であり、
深く感謝いたしております。皆さまが築いて来られた歴史や伝統は、本学の誇りであり、励みとなるもの
です。また、40 年という長い年月を経て育まれた皆さま方の絆は非常に深く、そして、今後も変わるこ
となく、より一層、強固なものになっていくものと思っております。 
さて、昨今のロボット技術、AI 技術の急速な発展は、私たちの生活様式、とりわけビジネスの分野に

おいては確実に進みつつあり、近い将来は、「仕事そのものの在り方さえも変わってくるのではないか」
とも言われています。実際にリハビリテーションの現場でも、データ分析やプログラム作成の補助など、
業務の効率化に AI が活用されているとも聞き及んでいます。しかしながら、実務の面では、対象者と直
接的な関わりを持つ中でアプローチを行い、多職種との協働が欠かせない理学療法士・作業療法士の仕事
を、ロボットや AI が取って代わることは容易ではないと思っています。また、超高齢化社会を迎え、現
代人の多くが抱える生活習慣病や精神疾患の増加により、急性期から回復期、そして在宅までの連携が求
められている現状において、リハビリテーションの重要性や必要性は、ますます高まっていくものと思わ
れます。 
これから先、いかに時代が変化しようとも、理学療法士・作業療法士は社会から求められる存在であり

ます。そして本学は今後も社会のニーズを的確に捉え、それに応え得る理学療法士・作業療法士を育成し、
輩出し続けることで専門学校としての務めを果たし、卒業生の皆さまとの繋がりをいつまでも紡いでい
きたいと思っております。 
末筆ではございますが、麒麟倶楽部の更なるご発展及び卒業生の皆さま方のますますのご健勝、ご活躍

を心からお祈り申し上げます。これからも、麒麟倶楽部と手を携えて、共に歩んでいけることを願ってお
ります。 
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麒麟倶楽部創設４０周年に寄せて 
 

参議院議員 小川 克巳 
（元副学院長） 

 
麒麟倶楽部 40 周年、おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 

しかし、もう 40 年、同窓会の名称が決まりましたぁ～と、1 期生が卒業を前にして報告に来たときの
ことが、いまも記憶に鮮やかです。飲み助ばかりが揃った 1 期生、キリンとは彼ららしい、と思ったら、
一夜に千里を懸けるという麒麟の方でした（笑）。 

熊本で養成校を新設することになったから講師として手伝ってくれないかと、高名な？先輩ふたりと
初代理事長から礼を尽くして要請されたのが昭和 55 （1980）年のこと。当時、私は勤めていた病院から
次へのステージを模索中で、特に学び直しの出来る環境をと考えていた時で、それとは真逆の要請では希
望とは異なると、何度も辞退しましたが、ある時、先輩から、養成校では当然に学ぶ場が得られるさ、学
生と一緒に聴講させてもらうことも出来るし、希望するなら 1 年ほどの海外研修（これは夢と消えまし
たが）も…などと囁かれ、それならばと福岡から熊本へとやってきたのが同年 11 月のこと。私にとって
熊本県は、学生時代の臨床実習で水俣市にあった湯の児リハビリテーションセンターで 3 ヶ月間ほどお
世話になったことがあるだけのまったく未知の土地柄でありました。 
 それから、国際障害者年にあたる 1981 年春の開校に向けて、カリキュラム作成、図書目録、非常勤講
師依頼、講義用書籍の選定、実習機器、関係書類、様式作成などに取り組む傍ら、臨床実習の受け入れを
お願いして九州一円を巡りました。開校は 4 月少し遅くの時期だったかと思いますが、白と黒を基調と
した小さいけれどモダンな学舎に 1 期生を迎え入れたときの感動と緊張感は今でも覚えています。 
 初めての入試そして面接試験、初めての講義、初めての進級判定会議、初めての臨床実習訪問…、あれ
よあれよという間に時は経ち、初めての国家試験引率、全員合格の報にほっと肩の力が抜けたあの日。 
 その後、3 年養成課程から 4 年養成課程へとバージョンアップ、2010 年に熊本リハビリテーション学
院と姉妹校の熊本総合医療福祉学院が統合されて、熊本総合医療リハビリテーション学院と名称変更を
すると同時に、理学療法学科，作業療法学科、臨床工学学科、義肢装具学科、救急救命学科の 5 学科を擁
する規模の大きな専門学校となりました。 

私は 2011 年 3 月末をもって丸 30 年務めた学院を辞しましたが、振り返れば常に学生とともに成長さ
せてもらった歳月であり、私の人生の中軸を成す歳月であったなと懐かしくまた感謝とともに思い出し
ます。 

その間、専任講師、主任講師、学科長、教育部長、副学院長まで務めさせて頂きましたが、いまもなお
記憶に残る多くの教え子たちの若さにあふれた笑顔、そしてその中には，様々な理由で学業を断念せざる
を得なかったり、卒後、私に先立った者など、悲喜交々の感情とともに忘れ得ぬ子たちの顔があります。 

簡単に 40 年と言いますが、その歴史は重たく意義深いものです。周年毎にその起源や来し方を振り返
り，次の一日に歩を進める糧として頂くことをお願いして筆を置きます。 

麒麟倶楽部 40 周年、おめでとう！これからもしっかりとした足跡を！ 
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 麒麟俱楽部 40 周年記念誌に寄せて 
 

熊本総合医療リハビリテーション学院 
学院長 髙野 定 

 
 「麒麟俱楽部」発足 40 周年、心よりお慶び申し上げます。 
 昭和 56 年に開校しました熊本リハビリテーション学院の第１期生の卒業時、昭和 59 年 3 月に同窓会
「麒麟倶楽部」は設立されました。爾来令和 6 年には、理学療法学科卒業生 1392 名，作業療法学科卒業
生 1265 名，計 2657 名の卒業生を輩出してまいりました。学院卒業生の皆様が、国内外の医療･保健･福
祉等の最前線でご活躍され、学術的かつ社会的に多くの貢献を重ねてこられましたことに、衷心より敬
意を表する次第でございます。 
 本学におきましては、平成 22 年には、熊本総合医療福祉学院を統合して、あらたに熊本総合医療リハ
ビリテーション学院としての出立し、平成 28 年 2 月文部科学省より 5 学科（理学療法学科、作業療法
学科、臨床工学学科、義肢装具学科及び救急救命学科）が職業実践専門課程として認定され、現在に至っ
ております。本学の成長･発展にむけて、入学者確保，国家試験合格率の維持･向上，学生支援，教員の教
育力向上を重点活動と掲げ、教育部事務部一体となって、組織的に推進しております。 
 麒麟倶楽部 40 周年記念講演会･記念式典にも参加させて頂きましたが、同窓生の学院･在校生への思い
を強く感じました。とりわけ祝賀会万歳前の、同窓生全員舞台に上がっての学院歌斉唱の盛り上がり様は
圧巻でした。 
 学院歌作詞の森繁久彌さんはどなたもご存知でしょうか、作曲の岩代浩一先生は熊本県阿蘇出身の作
曲家で、国民文化祭の音楽監督など歴任されました。NHK「できるかな」や、親交のあった森繫久彌さ
んの舞台など、テレビ番組や舞台の音楽を手がけられ、熊本県民歌「火の国旅情」や熊本県の多くの学校
の校歌も作曲されています。学院歌をうたっているのは、その「火の国旅情」を歌った葵ひろ子さんです。 
 学院初代理事長の松田 靖先生や初代学院長の河北靖夫先生が、岩代浩一先生と懇意にされていた（飲
み歌い仲間）ことから、開校に際して作曲を依頼され、岩代先生が森繁さんに作詞をお願いし、開校翌年
の昭和 57 年 4月に、熊本リハビリテーション学院の講堂で、岩代浩一先生･葵ひろ子さんの出席を頂き、
披露されたものと聞き及びます。 
 40 周年記念式典で流された記念動画中の 5 周年記念祝賀会のスナップにも、松田理事長、河北学院長、
米満弘之副学院長，岩代先生，葵さん 5 名が舞台の上、最前列に並んで歌っている様子が写っていまし
た。これからも末永く歌い継がれていくことを願います。 
 麒麟倶楽部の皆様におかれましては、引き続きまして、本学教育活動へのご支援とご協力をどうぞよろ
しくお願い申し上げます。 
 おわりに、麒麟倶楽部の益々のご発展を祈念いたしまして、お祝いのご挨拶とさせて頂きます。 
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熊本総合医療リハビリテーション学院同窓会麒麟倶楽部 
４０周年記念誌の発刊を祝して 

 
熊本総合医療リハビリテーション学院 

副学院長 中原 伸一 
 

麒麟倶楽部の設立 40 周年、誠におめでとうございます。心よりお慶び申し上げます。 
以前、ある新聞で熊本城のやぐらの礎石が見つかったという記事を読んだことがあります。熊本地震で

傷んだ熊本城の復旧作業に伴う解体現場で、やぐらの柱や床を支える礎石が発見されたというものです。
地震を耐えたやぐらの礎石が良好な状態で残っていることが判明し、当時注目された記事でした。熊本城
を眺める時に、どうしても天高くそびえる天守閣や美しい曲線を描く石垣に目を向けがちですが、人の目
に触れないところで周りを支える大事な役割を果たしている礎石の存在にあらためて気づかされた思い
でした。 
さて、麒麟倶楽部が設立されたのは 1984 年 3 月と聞いています。爾来 40 年にわたる同窓会の歩みの

中で、最もご苦労があったのは、何もない状態から初めての一歩を踏み出し、軌道に乗せるまでの時期で
はなかったでしょうか。同じ思いを持つ同志の皆さまが設立の理念や趣旨を熱く語り、活動を未来に引
き継ぎさらに充実させるために闊達な議論がなされたことと思います。そのための大きな原動力となった
のは、熊リハの卒業生としての誇りと決意ではなかったでしょうか。 
その意味において、80年代、90年代の同窓の方々は麒麟倶楽部を黎明期から支えてこられた皆さまで、

現在も麒麟倶楽部の屋台骨を背負っておられることと思います。医療専門職として研究活動に取り組まれ
る姿勢や情熱が、若手の方々に引き継がれていることを心強く思います。  
学院では、外部から医療専門分野の方々に参画頂く委員会が毎年開催されており、これまで卒業生の皆

さまに委員としてご協力頂いています。専門分野に関する豊富なご経験と高い識見に基いた視点から教
育活動に係る貴重なご提言を賜り、学院の運営に反映させて頂いているところです。学院の教育運営に対
する様々なご支援、ご協力に対し厚く感謝申し上げます。 
麒麟倶楽部にはこのような活動を陰で幅広く支える礎石としての役割を担っておられる多くの人材が

いらっしゃると感じています。長年の活動の節目節目において重責を担い、組織を束ねてこられた皆様に
対し、心より敬意を表する次第です。 
今後、若手の皆さまの中に、礎石として麒麟倶楽部を力強く支え続けて頂く人材が多く現れ、麒麟倶楽

部のさらなる飛躍に繋がることを祈念申し上げ、お祝いのご挨拶とさせて頂きます。 
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麒麟倶楽部の 40 周年に寄せて 
 

熊本総合医療リハビリテーション学院 
副学院長 坂崎 浩一 

 
熊本総合医療リハビリテーション学院 同窓会「麒麟倶楽部」が創設 40 周年という大きな節目を迎え

られましたことを、心よりお祝い申し上げます。長年にわたり本学院の教員として携わってまいりました
者として、このような記念すべき年にメッセージを寄せる機会をいただき、大変光栄に存じます。 
私はこれまで、1 期生から 9 期生までは臨床実習の現場で、10 期生以降は教員という立場で、学生の

皆さんと関わってまいりました。とりわけ、1期生をはじめとする草創期の方々のエネルギーと行動力に
は目を見張るものがあり、今なお語り継がれる数々の武勇伝には、思わず笑みがこぼれると同時に、昭和
の良き時代を偲ばせるエピソードでもあります。平成、そして令和と時代が移り変わる中で、学生の気質
も少しずつ変化してまいりましたが、どの時代の学生にも共通して感じられるのは、「人の役に立ちたい」
という強く揺るがぬ思いです。この思いは今もなお後輩たちに受け継がれており、本学院の大きな財産で
あると実感しております。 
麒麟倶楽部では、40 年にわたり毎年欠かさず同窓会を開催してこられました。新たな卒業生を温かく

迎え入れ、世代を超えた親睦と交流を深めてこられたその歩みは、本会の誇りであり、まさに「継続は力
なり」を体現するものです。医療・リハビリテーションの分野は日々変化していますが、人と人とのつな
がりを大切にされる皆さまの姿勢は、どの時代においても通用する普遍的な価値を示していると感じて
おります。 
そして今、学院は新たな歩みを始めようとしています。作業療法学科は令和 7年度から、理学療法学科

は令和 8年度から、それぞれ 3 年課程として生まれ変わります。これは、より柔軟かつ実践的な教育体制
を整えるための大きな挑戦であり、これまで先輩方が築いてこられた伝統の上に、新たな伝統を築いて
いく出発点でもあると考えています。引き続きご支援を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

40 周年という節目は、これまでの歩みを振り返ると同時に、未来を見つめる絶好の機会です。これま
でのご尽力に心より敬意を表しますとともに、これからも麒麟倶楽部が卒業生の絆を結び、互いを高め
合う場であり続けることを願ってやみません。そして、これからの世代にも変わらぬ情熱と誇りが受け継
がれていくことを、心より期待しております。 
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「麒麟俱楽部創立 40 周年創立記念に寄せて」 
 

作業療法学科 初代学科長 古川 昭人 
 

熊本リハビリテーション学院が開校し第一期生卒業時に創立された「麒麟俱楽部」、もう 40 年が過ぎ
たのですね。 
私が熊リハ設立準備室に入ったのは昭和 56 年 1月でした。前職場の神奈川県総合リハセンターの同僚

であった高田先生と共に開設の準備に取り掛かりました。カリキュラムの構成や必要機材の選定、実習病
院や専門科目の教員依頼、入試の実施準備など慌ただしい毎日でした。しかしこれから始まる学生教育
をどうしていくかという、今後の夢に向けての楽しみが苦労感を払拭してくれました。 
私が熊リハに在職したのは昭和 56 年の一期生から十七期生の 1 学年生まで 16 年間です。その後は国

際医療福祉大学での教育に従事してきました。在職期間中に OT 教師陣も変化していきました。三期生
からは木村伊津子先生が、六期生からは中島雪彦先生が、九期生からは卒業生が教員として参画しまし
た。二期卒業生の陣内大輔先生、日田勝子先生が、時を置いて七期の髙木勝隆先生です。私と木村先生を
除き、この時期からは卒業生が母校の教育を担う主力となりました。熊リハ学院での学生指導は強烈な
印象として今でも記憶に残っています。当初の 10 年間くらいは学生との交流が密で、教室以外の場でも
部活動や学院祭・体育祭・七夕祭・夏のキャンプそれに私的な飲み会等で学生と教員との交流は年齢と立
場の垣根を超えたものがあったように思います。 
学生たちは講義以外の時間外の特別講義の設定にも積極的に参加し、また市の保健婦さんとの地域在

宅支援活動等にも興味を持って一緒に活動してくれました。これらのことは一方通行の教育ではなく共
に学び考えていく共同作業だったのではないかと思います。公的私的交流の中で学生からは多くのことを
教えてもらいました。この関係性が熊リハでの教育活動が楽しかった唯一の理由であると思います。 
三期生入学時には日本 OT 協会の理事を、また六期生の時には常務理事を、十期生の時に副会長を担

うことで東京に出かけることが多くなり学生との密な交流ができなくなったことが残念ですが、その分
を卒業生の教師陣が十分なカバーをしてくれたことが心強く安心感を持てたものです。 
久しぶりに一期生から十七期生の入学・卒業時の集合写真を見直しました。懐かしい顔ぶれに会いま

した。その中には大学の教授になっていたり、日本 OT 協会の副会長になっていたり、県士会の会長にな
っていたり、また多くの病院・施設の管理者になっていたり、卒業生は多くの場で輝かしい活躍をしてい
るのを同窓生の皆さんは誇りにして自分の道を切り開いていってください。 
四十周年、本当におめでとうございます。 
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麒麟倶楽部 40 周年に寄せて 
 

熊本総合医療リハビリテーション学院 
理学療法学科 学科長 福島 芳子 

 
 熊本総合医療リハビリテーション学院 同窓会「麒麟倶楽部」創立 40 周年、誠におめでとうございま
す。40 年という長きにわたり、多くの卒業生の方々が母校を支え、麒麟倶楽部を大切に守り続けてこら
れましたことに、心より敬意を表します。 
 私自身、本学院の卒業生として学び、その後、縁あって教員として学院に入職いたしました。学生時
代にご指導いただいた恩師である中野先生、小川先生、山元先生と、同じ教壇に立ち、ともに仕事をす
る日が来るとは、当時は想像もしておりませんでした。臨床の現場で患者様と向き合っていた立場か
ら、学生を育てる立場へと役割が変わり、戸惑いや責任の重さを感じることもありましたが、それ以上
に、卒業時の晴れ姿や、実習先や学会などでお会いした際のしっかりとした姿を見るたびに、大きな喜
びと励みをいただいています。 
 教員として学生と向き合う中で、強く感じることがあります。それは、時代が変わっても、若い学生
たちの理学療法に対する真摯な思いは変わらないということです。「人の役に立ちたい」「患者様の力
になりたい」というまっすぐな気持ちは、いつの時代にも共通する本学院の大切な精神であり、その姿
に触れるたびに、私自身も初心を思い出します。 
 2016 年の熊本地震の際には、交通も十分に復旧していない状況であったにもかかわらず、学院のこと
を心配し、遠方から物資を届けてくださったり、復旧のための支援に駆けつけてくださった卒業生の方々
の姿を、私は決して忘れることはありません。学院を思うその気持ちに、深く感動するとともに、心から
感謝いたしました。また、コロナ禍においても学生の実習を支えてくださった卒業生の皆様の存在は、学
院にとってかけがえのない力であります。 
 現在、学院は新たな教育課程への移行という節目を迎えております。作業療法学科は令和 7 年度より、
理学療法学科は令和 8年度より、3年制課程へと変更になります。時代の変化に応じながらも、これまで
大切にしてきた精神を守り、社会に貢献できる理学療法士の育成に努めてまいります。 
 麒麟倶楽部がこれからも卒業生同士のつながりを深める場として歩み続けられますことを心より祈念
申し上げるとともに、本会のさらなるご発展をお祈り申し上げます。 
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麒麟倶楽部 40 周年に寄せて 
 

熊本総合医療リハビリテーション学院 
作業療法学科 学科長 髙木 勝隆 

 
麒麟倶楽部創立 40 周年、誠におめでとうございます。 

平成 21 （2009）年 7 月に陣内大輔先生から、作業療法学科学科長を引継ぎ、15 年が過ぎました。この
15 年の間、2016 年 4 月に発生した熊本地震では、熊リハの校舎も甚大な被害を受けました。4 年生は長
期臨床実習直前だったこともあり、実習前の評価や実技の練習が十分にできない状態で臨床実習Ⅰに臨
みました。熊本市内の実習施設でも当然のことながら、被害は甚大で実習受入れも困難となり、予定して
いた施設への学生配置も難しい状況でした。そんな状況にあっても、県外の施設や比較的被害が少なかっ
た施設では、就職している卒業生が中心となって、学生の受入れ人数を増やして、実習指導して頂き無事
に実習を終了することができました。同じような事は、2020 年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大
の際にもありました。医療機関では、感染防止対策やクラスター対応で大変な状況にもかかわらず、可能
な範囲で学生を受け入れて頂き、コロナ禍における貴重な臨床経験を学生は得ることができました。こ
の２つの出来事を通して、卒業生の頼もしさ、力強さ、ありがたさを正に実感しました。改めまして御礼
申し上げます。 

作業療法学科は、2025 年 3 月に第 41 期生 23 名が卒業し、そのほとんどは、麒麟倶楽部の会員が所属
する施設に就職しました。41 期生もこれまでの卒業生と同様に、熊リハマインドを引継ぎ、頼もしい存
在になってくれると確信しています。 

熊リハ作業療法学科は、令和 7 （2025）年度より、3 年制の教育課程になります。平成 18 （2006）年の
4 年制への変更から、約 20 年振りの修業年限の変更です。数年間は修業年限が異なる 2 つの教育課程が
同時進行します。臨床実習期間も重複します。このような状況ではありますが、麒麟倶楽部会員の皆様の
力強い支援を引き続きお願いいたします。 

この 15 年間に起きた大地震、感染症パンデミックでも、麒麟倶楽部は乗り越え、さらに発展し続けて
います。今後も持続発展可能な同窓会として、ますますのご発展を祈念いたします。 

2025 年 3 月吉日 
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学会発表および最優秀論文賞受賞報告 

 
熊本総合医療リハビリテーション学院  

理学療法学科 31 期 次山 航平 
 

2024 年、インド・ムンバイで開催された糖尿病足病変に関する国際学会にて、治療用サンダルを用
いた歩行動作の研究成果を発表しました。幸いにも最優秀論文賞を賜り、海外の知見を学ぶと共に、非
常に実りある機会となりました。研究を支えてくださった皆様に深く御礼申し上げます。 
  
【【学学会会名名】】  21ST，10TH IADFS AND 2ND INTERNATIONAL CONFERENCE 2024   
  
【【TTiittllee】】  
Effects of wearing off-loading sandals on spatial and temporal factors and vertical ground reaction force 
during gait 
  
【Abstract Text】 
BBaacckkggrroouunndd  aanndd  aaiimmss：：In diabetic foot lesions, off-loading sandals are often used to reduce ground reaction 
forces. Although, IWGDF guidelines recommends that the contralateral side of the off-loading sandals 
should be elevated, there are few reports on the spatial and temporal factors and ground reaction forces 
during elevation. Therefore, this study examined the spatial and temporal factors and changes in ground 
reaction forces when the patients wear off-loading sandals and effects of the raising of contralateral side of 
the sandals during gait. 
MMaatteerriiaallss  aanndd  mmeetthhooddss：：The subjects were three males aged 27.0 ± 5.2 years. They walked under three 
conditions: Condition 1: barefoot, Condition 2: off-loading sandals (without lifted), and Condition 3: off-
loading sandals (with lifted). The gaits were measured with an optical 3D motion analysis system (VICON 
Nexus, Oxford) and two force - platforms (AMTI). The spatial and temporal and vertical component of the 
ground reaction force were compared between the three conditions during gait. 
RReessuullttss ：： Walking speed was 1.34±0.05 m/s for condition 1.17±0.15 m/s for condition 2, and 
1.22±0.12  m/s for condition 3; cadence was 116.33±5.53 steps/min for condition 1, 99.01±2.41 
steps/min for condition 2, and 104.51±3.57 for condition 3; The floor reaction force was 768.20 ±41.57 
N in condition 1, 739.87 ± 63.63 N in condition 2, and 720.80± 11.97 N in condition 3, all of which were 
higher in condition 1 than that of condition 2 and 3. 
CCoonncclluussiioonn：： Wearing the off-loading sandals decreased ground reaction forces, but also decreased gait 
speed and cadence. However, when the sandals were worn on the contralateral side, the vertical ground 
reaction force was reduced, while walking speed and cadence were increased. These results indicated that 
it is desirable to use the contralateral side of the sandals when wearing off-loading sandals. 
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写真１ Award Paper session での発表の様子 

写真 2 賞状 

写真３ 学会会場での記念撮影 
a.会場入り口 b.会場内に飾られていた関連国の国旗 

b. a. 
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4400周周年年記記念念式式典典ののごご報報告告  

2024 年 9 月 28 日（土）、熊本ホテルキャッスルにて 40 周年記念式典を開催いたしました。 
当日は約 70名の卒業生および関係者の皆さまにご参加いただき、節目の年を祝う機会となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はじめに、赤川会長による記念講演会が行われ、その後、40周年記念式典へと移りました。式典で

は、来賓として池田宏伸理事長よりご祝辞をいただき、第 4 代木村淳一会長、第 5代赤川精彦会長によ
る乾杯のごあいさつがありました。その後は食事を囲みながらの歓談の時間となり、久しぶりの再会に
会場は和やかな雰囲気に包まれていました。 
また、会の中では理学療法学科の福島学科長および作業療法学科の髙木学科長から学院の近況報告も

行われ、現在の教育や取り組みについて共有されました。会の途中では抽選会や 40 期生の新人紹介も
あり、世代を越えた交流の場として大いに盛り上がりました。最後は学院歌『明日への歓喜』を全員で
合唱し、心を一つにして式典を締めくくりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

  

第 4・第 5 代会長の乾杯 

抽選会で大当たり！ 

長年のご尽力に感謝を込めて 

学院歌を合唱するひととき 

記念式典 集合写真 

 
URL : https://youtu.be/bJdtmD07iy0 

式典にて上映した記念動画を、QR コードよりご覧 
いただけます。 
懐かしい写真や思い出を振り返りながら、麒麟倶楽部
の歩みをまとめた動画となっております。 
当時を懐かしく思い出しながら、ご覧いただければ 
幸いです。 
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学学院院のの近近況況報報告告  

理学療法学科・作業療法学科が３年制課程へ！ 
作業療法学科では、近年の教育体制の見直しに伴い、令和 7 年度より 3 年制課程へ移行しました。よ

り実践的な学びを重視し、短期間で臨床に必要な知識・技術の習得を目指した教育を行っています。 
また、理学療法学科においても令和 8年度より 3年制課程へ移行しました。教育内容の充実を図りな

がら、基礎から臨床へとつながる学びを体系的に展開しています。 
 今後も麒麟倶楽部の皆さまとのつながりを大切にしながら、教育活動を進めてまいります。 
 

教員の紹介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
前列：田河和代(主任)、島崎一也(顧問)、髙木勝隆(教育部長)、渕野浩二(学科長) 
後列：川口航平、池田裕輔、矢形あゆみ 

［ 作業療法学科 ］ 

前列：池田耕治(研究部部長)、坂崎浩一(副学院長)、福島芳子(学科長) 
後列：明瀨敬二(主任)、髙嶋美和、髙田理恵子、池田幸広  

 

［ 理学療法学科 ］ 
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友志会活動についてのご報告 
令和 6 年 4月 6日に新入生を迎え、4月 27日に開校記念体育大会を行いました。競技は大変盛り上

がり、学生の親睦が深まったと感じています。また、11 月 23日には友志祭を行っています。今年度は
新型コロナウィルスの影響により自粛していた近隣住民へのご案内を再開いたしました。たくさんの模
擬店や豪華景品の抽選などもあり、盛況に終わりました。今後も学院が盛り上がる活動を行っていきた
いと思います。 

会長 松本 風香 

― 部活動報告 ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
 
 
 

 
 

 

  

第 65 回専各連スポーツ大会 
開催日：令和 6 年 9月 14日～16 日、令和 6年 9月 21 日～23 日 
結果：バレーボール  女子 優勝 

バドミントン  個人（男子） 優勝、2位、3 位 
             個人（女子） 3位 

団体（男子） 優勝 
団体（女子） 2位 

フットサル   ２位 
     テニス     個人（男子） 3位 
 

第 43 回九州ブロック専門学校体育大会（宮崎） 
開催日：令和 6 年 11 月 14 日、15 日 
結果：バレーボール  女子 3位 

バドミントン  個人（男子） 3 位 
              団体（男子） 初戦敗退 
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学院では、日々さまざまな教育活動に取り組んでいます！ 

   

   

   

   

理学療法・作業療法の体験を通して、学科の魅力を伝えています。 

高校生だけでなく、小学生にもご参加いただき、医療やリハビリの仕事

に楽しく触れていただきました。 
 

オープンキャンパス 

PT テーピングや物理療法機器、重心動揺計などの体験を行いました。 

OT 片手でホットケーキ作りやアイロンビーズ、eスポーツなどの体験を行いました。 
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学校の様子 

   

   

授業や行事などを通して、仲間とともに学びを深めています。 

日々の学校生活の中で交流を重ねながら、楽しく充実した学生生活

を送っています。 

― 開校記念体育大会 ― 学科対抗で盛り上がりました！ 

   

― 友志祭 ― 

  

学科・学年を越えた交流を深めながら、楽しい時間を過ごしました。 

 

 

卒論発表 学習サポート 体育館でリフレッシュ 

実技・演習 
eスポーツの授業 作業活動 
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編集後記 

本記念誌の発行にあたり、ご寄稿やご協力をいただきました皆さまに、心より感謝申し上げます。 
40 周年という節目を迎え、式典や記念誌の作成を通して、多くの方々とのつながりを改めて感じる機

会となりました。 
準備を進める中では、懐かしい思い出に話が弾んだり、新たな出会いに心が温まったりと、同窓会の

あたたかさを実感いたしました。 
本記念誌の発行にあたり、お時間をいただきましたこと、心よりお詫び申し上げます。 
本記念誌が、これまでを振り返るきっかけとなるとともに、これからのつながりを深める一助となれ

ばうれしく思います。 
また皆さまとお会いできる日を楽しみにしております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2026.7 
 

 
 

 

麒麟倶楽部執行部 
 

会長 赤川 精彦 （PT18 期） 
髙田 理恵子（PT17期） 
山内 一正 （PT21期） 
瀧下 慎市 （PT22期） 
矢形 あゆみ（OT26 期） 
宇野 勲  （PT27期） 
志賀 祐介 （PT27期） 
島田 裕太 （PT27期） 
佐藤 鈴望 （OT30 期） 
次山 航平 （PT31期） 
川口 航平 （OT34 期） 

－ 23 －



24 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

異動情報のご案内 

異動に関する情報につきましては、下記の QRコードよりご確認いただけます。 
 

お問い合わせ 
熊本総合医療リハビリテーション学院 麒麟倶楽部 

TEL：096-389-1133 
 

関連情報 

『明日
あ す

への歓喜
よろこび

』 
 森繁 久彌 作詞 
岩代 浩一 作曲 

一、 こころざし 熱く抱
いだ
けば 

中空
なかぞら

に燃えたつ煙は 涯しないみちしるべ 
明日
あ す

への歓喜
よろこび

を 心に誓い合う 
森の都よ 緑なす阿蘇よ 
人の世の幸福

しあわせ
を まもる学院

まなびや
よ 

 
二、 白川に磨く真ごころ 

とどまらぬ清らなしぶきは 新しいみちしるべ 
明日
あ す

への歓喜
よろこび

を たゆまずたすけ合う 
肥後
ひ ご

の大地よ 風かおる道よ 
人の世の幸福

しあわせ
を 祈る学院

まなびや
よ 

 
三、 有明

ありあけ
の海はやさしく 

はろばろと寄せくる潮鳴り 輝けるみちしるべ 
明日
あ す

への歓喜
よろこび

を はぐくみ語り合う 
愛よ希望よ 青春の友よ 
人の世の幸福

しあわせ
を 築く学院

まなびや
よ 

 

 

 異動情報 

URL：https://forms.gle/gYqex5UxtJTH88W56 
 

 学院歌 

URL ：https://www.youtube.com/watch?v=DJOZe3uktk4 
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